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署名を得たもののみを調査対象者とする。分析対象者の構成は，20 代後半が 3 名，30 代前
半が 3 名，30 代後半が 1 名，40 代前半が 1 名，40 代後半が 3 名，50 代前半が 0 名，50 代
















　本研究では 25 個の概念が生成され，9 個のカテゴリー，4 個のコア・カテゴリーが生成さ
れた。その結果，分析焦点者が休職前後からリワークプログラムを経て復職するまでの揺り
戻し体験の変容プロセスについて，【意志とは無関係にリワークに参加する】→【場への馴
染みにくさを持つ】→【自動思考の荒波に揉まれる】→【復職を目の前に不安になる】とい
うプロセスが生成された。
　分析焦点者は，《リワークの必要性を感じない》ままに〈外部からの圧力でリワークに押
し出され〉，【意志とは無関係にリワークに参加する】。それゆえ《リワーク本来の目的から
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遠ざか》り，また〈リワーク開始の緊張〉とともに集団内で《劣等感を抱く》，《アドバンス
のハードルの高さ》を感じるといった【場への馴染みにくさを持つ】。プログラムが本格化
し《感情に巻き込まれる》場面や，《認知行動療法への戸惑い》《認知の歪みへの過剰反応》
が現れ，〈目の前の課題をこなすことに満足し復職準備から目を背ける〉といった一時的な
対処をしながらも【自動思考の荒波に揉まれる】。プログラム終盤で《復職を意識》し始め
るが，《不透明なキャリア》に直面する等〈準備不足からくる復職への不安〉に襲われ【復
職を目の前に不安にな】りながら，復職を果たしていく。
4．考察
　本研究は，山田（2015）の研究を引き継ぐ形での研究となった。山田（2015）では主にプ
ログラムの効果的側面を検討していたが，本研究は“揺り戻し体験”という，プログラム上
で上手く進展しなかった側面や抵抗の側面を検討してきた。
　本研究では，自分と向き合う準備が整うまでに，【自動思考の荒波に揉まれる】という困
難さがあることが示された。山田（2015）は［不安の減少とともに自分と向き合う準備が整
っていく］段階を Basic コースでのプロセスとしているが，本研究においてはこの段階は
Advance コース終盤の《復職を意識する》まで続くと予想され，山田（2015）のプロセス
モデルより全体的に段階の移行が遅延したモデル図となった。また，『プログラムを通して
自信を取り戻していく』過程において，「先輩としての自覚が芽生える」ことが，逆に〈卒
業する先輩が自分の卒業時の基準となり焦りを感じる〉原因となることも示された。このよ
うに，幾度となく“揺り戻し体験”が存在し，なかなかスムーズに復職準備が進まないま
ま，最後まで不安を抱えながらも復職していく参加者の姿が浮かび上がった。
　うつ病休職者は完璧主義の傾向から，常に高いハードルを掲げている。支援者はスモール
ステップにより，ハードルを参加者の越えられる高さまで調整することが，支援のポイント
であるように思われる。参加者と支援者が二人三脚で復職への道のりを歩んでいくことが必
要なのかもしれない。
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